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森戸川感潮域で採集された魚類

萩原清司・斉藤和久

Kiyoshi Hagiwara and Kazuhisa Saitou: 

Fishes Collected in Tidal area of Morita River 

神奈川県内の河川における魚類相については斉

藤 （1984），浜口（1995）などがとりまとめを行い，最

近では木村ほか（1997）が追加報告を行っている。

本報では筆者らが1998年8月5日， 9月12日お

よび10月1日に行った三浦半島の森戸川感潮域の

魚類調査により確認された，県内における初記録

種および稀少種を含む10科19種（うち目視記録1

種）について報告する。

相模湾

← 調査水域 → 1km 

図1.調査水域．

調査地点概要および調査方法

森戸川は三浦半島の葉山町を流れる流程8.25km 

の2級河川で，河口は相模湾北東部に聞いている。

森戸川については斉藤（1995）が源流域から河口ま

での河川形態と周辺環境について報告しているが，
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今回調査を行った感潮域は河口から約700mの区間

（図1）で，川幅10～20m，流れ幅2～20m，最大水

深約1.5m（満潮時），両岸はコンクリートの2面護

岸になっており ，所々土砂が堆積し洲となって水

辺植物が繁茂している。底質は河口では砂および

岩盤と一部消波ブロックが敷設されており（図2)' 

その他では蝶混じりの砂泥または礁で，所々に転

石が見られた（図3）。

採集はタモ網（目合い約3mm）と投網（26

節1200目，約10ぱ）を用いて行い，採集され

た資料は横須賀市自然博物館資料何CM-P）と

して登録，保管している。資料の外部計測は，

10%ホルマリン液で固定したものに基づき，

デジタルノギスを用いて行った。また，種の同

定，学名，測定方法は主として中坊（1993）に従

い，仔稚魚に関しては沖山（1988）に従った。

森戸川感潮域の出現魚類

イセゴイ科

1 .イセゴイ Megalops cyprinoides 

(Broussonet) YCM-P37925, 1個体，体長26.0

mm, 1998.9.12採集（レプトケフアルス幼生 ：

図4心。YCM-P37926,1個体，体長20.9mm, 

1998.9.12採集 （稚魚 ：図4-2）。YCM-P37925は

レプトケブアルス幼生期の個体で採集時に腎

鰭始部を損傷したが，尾鰭が深く 2叉する乙

と，背鰭基底長が骨鰭基底長より明らかに短

いことにより本種と同定された。YCM-P37926

はレプ卜ケフアルス幼生期を終えたばかりの

稚魚、と思われ，体型は成魚、と大きく異なるものの，

腹鰭が後方に位置すること背鰭軟条数16で腎鰭

軟条数が 20以上であること（脅鰭後半の鰭条は不

完全で計数不能） ，背鰭基底長が磐鰭基底長より短

いことから本種と同定さ れた。インド・西太平洋

の熱帯～亜熱帯域に分布するが， 県内における記録



宅’F司旦

－命・

図2.河口域の状況．

は稀で，他に横須賀市津久井浜で516.0mmの個体

(Hayashi, 1972），藤沢市境川下流域から体長100

mm（まどの個体（竹嶋， 1989）およひ守三浦市城ヶ島

で灯火採集により得られた全長32.0mmのレプトケ

フアルス幼生（阿部・工藤， 1993）の3例がある。

ウナギ科

2. ウナギ Anguilla japonica Temminck et 

Schlegel 

YCM-P37927, 1個体，体長114.4mm, 1998.9.12 

採集（図4-3）。本調査では普通に見られ，採集標

本の他に体長300～400mmの数個体が目視されて

pる。

コイ科

3. コイ Cyprinus carpio Linnaeus 

目視のみ。放流による人為的な分布と考え ら

れ，確認されたものはイロゴイを含む体長400～

600阻ほどの成魚で，稚魚、や幼魚は見られなかっ

た。

4. キンブナ Carassius anuratus subsp. 

YCM-P37928, 1個体，体長37.3mm, 1998.10.1採

集（図.4-4）。採集標本は背鰭分枝軟条数14，日思

把数30であることから本種と同定された。

ゴンズイ科

5. ゴンズイ Plotosus lineatus (Thunberg) 

YCM-P37931, 11固体，体長85.4mm, 1998.9.12採

集（図.4-5）。YCM-P37932,3個体，体長58.3-73.9

mm, 1998.10.1採集。浅海性の魚類で，近隣の芝崎

海岸からも報告されている（萩原・長谷川，1990）。

河口の消波ブロ ックの聞から採集された。

シマイサキ科

6. コトヒキ Terapon jarbua (Forsskal) 

YCM-P37944, 1個体，体長32.6mm, 1998.10.1採

集 （図.4-6）。YCM-P37945,3個体，体長13.3-32.1

mm, 1998.10.1採集。体長50皿未、満の個体が普通

に見られる。

アジ科
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図3.亀井戸橋付近の状況．

7. ギンガメアジ Caranx sexfasciatus Quoy et 

Gaimard 

YCM-P37951, 1個体，体長78.9mm , 1998.8.5採

集（図.4-7）。南日本の河川感潮域に幼魚、がしばし

ば浸入するが，近年県内での記録は少ない（浜口，

1995）。

ボラ不｝

8. ボラ Mugil cephalus cephalus Linnaeus 

YCM-P37935, 1個体，体長88.5mm, 1998.10.1採

集。YCM-P37936,1個体，体長85.6mm, 1998.10.1 

採集（図4-8）。体長30cm未満の個体がよく見られ，

個体数も最も多い。

9. セスジボラ Chelon at百nis(Gunther) 

YCM-P37937, 1個体，体長54.6mm, 1998.10.1採

集（図.4-9）。ボラに比べ個体数は少ないが普通種。

ハゼ科

10.チチブモドキ Eleotris acanthopoma Bleeker 

YCM-P37946, 1個体，体長17.6皿，1998.10.1採

集（図.4-10）。YCM-P37948,1個体，体長37.2凹，

1998.10.1採集（図.4-11）。形態は同属のカワアナ

ゴEleotrisoxcephala Teminnck et Schlegelに酷似

するが，頭部孔器列の配列によって区別できる。こ

れまで県内では相模川河口域から報告されている

のみであった（林・石原， 1985）。三浦半島からの

初記録となる。

11.マハゼ Acanthogobius flavimanus (Temminck 

et Schlegel) 

YCM-P37934, 1個体，体長98.2mm, 1998.10.l採

集。YCM-P37950,1個体，体長116.9mm, 1998.10.1 

採集（図.5-1）。流れの緩やかな河口部や淵の砂泥

底で普通に見ら れた。

12. クモハゼ Bathygobius fuscus (Ruppell) 

YCM-P37940, 1個体，体長29.0mm, 1998.10.1採

集（図.5-2）。YCM-P37942,2個体，体長28.7・29.6

mm, 1998.10.1採集。沿岸性で、近隣の芝崎海岸で、は

周年見られる（萩原・長谷川，1990）が，県内の河
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図4.1.イセゴイ（レプトケフアルス） YCM-P37925 ; 2.イセゴイ （稚魚、） YCM-P37926; 3.ウナギYCM-P37927; 4.キ

ンブナYCMP37928 ; 5.ゴンズイYCM-P37931; 6.コトヒキYCM-P37944;7.ギンガメ アジYCM-P37951; 8.ボラ

YCM-P37936 ; 9.セスジボラ YCM-P37937; 10.チチブモドキYCM-P37946; 11.チチブモドキYCMP37948.
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図5.1.マハゼYCM-P37950; 2.クモハゼ、YCM-P37940; 3.ヒナハゼ（メス） YCM-P37921 ; 4.ヒナハゼ（オス） YCM-

P37941 ;5.アベハゼ＇＇ YCM-P37947;6.ゴクラクハセ＇YCM-P37923;7.チチブYCMP37933; 8.ミミズハゼYCMP37938;

9.ササウシノシタ YCMP37930 ; 10.クサフグYCMP37939.
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川での採集例は極めて稀（浜口，1995）とされて

いる。今回の調査では普通に見られた。

13. ヒナハゼ Redigobius bikolanus (Heηe) 

YCM-P37921, 1個体，体長20.5皿，雌， 1998.9.12

採集（図5-3）。YCM-P37922,38個体，体長12.8-

21.7' 1998.9.12採集。YCM-P37941,1個体，体長

24.4mm，雄， 1998.10.1採集（図5-4）。YCM-P37943,

6個体，体長 15ふ21.0mm, 1998.10.1採集。成熟個

体は顕著な二次性徴が現れる。これまでの分布記

録は静岡県が北限であった（金川， 1985'1989）が，

本調査水域に広く普通に見られた。今回の記録は

本種の北限記録であり県内からの初記録となる。

14.アベハゼ Mugilogobius abei Gordan et 

Snyder) 

YCM-P37947, 1個体，体長30.6凹， 1998.10.1採

集（図5-5）。軟泥の堆積した場所から採集されたが

個体数は少ない。

15. ゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus (Ru抗er)

YCM-P37923, 1個体，体長49.2mm, 1998.9.12採

集 （図 5-6）。YCM-P37924,1個体，体長26.6mm, 

1998.9.12採集。県内からの報告例は少なく， 三浦

半島では林 ・長峯（1981）以来の2例目となる。

16.チチブ Tridentiger obscurus (Temminck et 

Schlegel) 

YCM-P37933, 1個体，体長70.4mm, 1998.10.1採

集（図5-7）。転石周辺から採集されたが，個体数は

少ない。

17. ミミズソ1ゼ Lucigobius guttatus Gill 

YCM-P37938, 1個体，体長56.7mm, 1998.10.1採

集（図5剖。沿岸性で近隣の芝崎海岸では周年見ら

れる（萩原 ・長谷川， 1990）が，本調査水域には少

なLE。
ササウシノシタ科

18.ササウシノシタ Heteromycteris japonica 

(Temminck et Schlegel) 

YCM-P37929, 1個体，体長79.0mm, 1998.10.1採集。

YCM-P37930, 1個体，体長81.7mm, 1998.10.1採集

（図5-9）。沿岸性の種で河口の砂底から採集された。

フグ不｝

19. クサフグ Takifugu niphobles Qordan et 

Snyder) 

YCM-P37939, 1個体，体長77.0阻， 1998.10.1採

集（図 5-10）。体長50mmを超える大型の個体は河口

周辺に限って見られるが，幼魚、は感潮域全域にわ

たって観察された。

考察

本調査では北限記録となるヒナハゼを始め，イ
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セゴイ ，チチブモドキ，ゴクラクハゼなど，県内に

おける稀少種が採集された。これらの種の出現が

稀である原因を考察すると相模湾ではサンゴ礁域

で普通に見られるチョウチョウウオ類やニザダイ

類などが黒潮に運ばれ死滅回避（無効分散）に

よる出現をすることが知られるが（林， 1997），採

集された稀少種は前述の死滅回遊魚と同様の分布

域をもち，いずれも生活史の一部または大部分を

海域で過ごす種であることから，卵または仔稚魚、

期に海流により偶来的に運ばれた死滅回遊魚であ

る可能性があげられる。しかし，これまで県内河川

域での死滅回遊魚に関する知見は少なく，今回に

おいても季節的消長や生態について検討できる様

な継続的な調査をしておらず，これらが死滅回避

魚である確証を得るには至らなかった。県内の汽

水・淡水域における魚類の稀少性については浜口

(1995）に記されているが，稀少性の点で同等で

あっても ，地域個体群の保護の重要性を論じるに

当たっては再生産群がその場に生息する定住種と，

再生産群が他所に存在して出現に偶来的要素を多

く含む死滅回遊種に同等の評価を与えることは出

来ない。また死滅回遊魚、の出現頻度は，その年黒

潮の影響の大きさをはかる指標ともなりうること

から，今後，種の季節的消長や，死滅回遊魚、の供

給源となる海流の動向 海域での卵 ・仔稚魚の出

現，成熟個体の出現の有無など総合的に検討し，汽

水魚および淡水魚の出現様式を明らかにする必要

があるだろう。
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